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Seismic Activity in and around the Kanto and Chubu Districts (May - October 
2006)

Earthquake Prediction Information Division, JMA 

M4.0 69 M5.0 9 M6.0 1

2006 5 10 M4.0 1 (a) 1 (b)

1 2
2006 31 17 18 76km M4.8

2006 10 57 69km M4.6

2 M6.8 3
2006 10 24 06 17 M6.8

P S M6.8
3 a

1926
250km 2006 M5.9

3 b

3 ( 4 11 )
2006

(M) (km)
5  2  5.1 15 4 ( 4 )

2006 76 191-206
5 20 4.7 74   3 ( 5 )
6 16 4.6 55 1 ( 6 )
6 16 4.6 54 2 ( 6 )
6 20 4.6 66 3  ( 7 )
7  9 4.8   11 4 ( 8 )
8  7 6.2     2 ( 9 )
9  7 5.1   38 3 ( 10 )

10 14 5.1   64 4   ( 11 )



－ 102 －

第 1図 (a)　関東・中部地方とその周辺の地震活動 (2006年 5月～ 7月，M≧ 4.0，深さ≦ 700 km)
Fig.1(a)　Seismic Activity in and around the Kanto and Chubu districts (May - July 2006, M≧ 4.0, depth≦ 700 km).
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第 1図 (b)　つづき (2006年 8月～ 10月，M≧ 4.0，深さ≦ 700 km)
Fig.1(b)　continued (August - October 2006, M≧ 4.0, depth≦ 700 km).
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８月31日 東京湾および９月フ日千葉県北西部の地震活動

震央分布図(2000年１月以降、M≧|｡5)

　[2006年フ月以降の活動を濃＜表示している｡]
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　2006年８月31目17時18分に東京湾の

深さ76kmでM4.8（最大震度４）の地震が

発生した。発言機構は東西方向に圧力軸を

特つ逆断層型で、太平洋プレートとフィリ

ピン海プレートの境界付近で発生した地

震である。付近では、2006年９月７目10

時57分にも千葉県牝西部の深さ69kmで

M4.6（最大震度３）の地震が発生している。

　今回の地震の震源付近では､2005年７月

23目にM6.0（最大震度５強）の地震が発

生している。（［瓦］）
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　1923年８月以降､今回の地震の震央付近では、

M6.0以上の地震が６回観測されている。（（SI）
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第２図　東京湾および千葉県北西部の地震活動

　Fi＆2　Seismic activityaround in Tokyo bay and in the northwestem partof Chiba prefecture ｡
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10月24日　鳥島近海の地震

震央分布図（1997年10月以降、M≧4.0）
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　Fig.3(a)
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　2006年10月24目06時17分に鳥島近海

でM6.8（最大震度２）の浅い地震が発生し

た。発言機構は東北東一西南西方向に張力

軸を特つ正断層型であった。

　震源が決定できていない地震が多いが、

父鳥銃訓点における地震波形のＰ相とＳ相

の時間差がM6.8の地震のそれとほぼ同じも

のが多数観測されており、比較的活発な余

震活動があったと推測される。（図）

父島観測点の観測結果からみた

　　　　　　地震活動の状況（※）
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　　ードが決定できた地震（参考登録含

　　む）をプロットした。

　　回数積算は、震源が決まっていない

　　ものも含め、父島観測点でM6.8の

　　地震と同程度のS-P時間を持つデー

　　タを余震としてカウントした。
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今回の地震の発展機構

　　　(ＣＭＴ解)

　1950年以降の活動をみると、今回の地震の

震央付近の海域では､過去にもM6.0以上の浅

い（と考えられる）地震が３回発生している。

　（［酉］）

　　母島

鳥島近海の地震活動
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10月24日　鳥島近海の地震（２
ｊ

　2006年10月24目06時17分に鳥島近海で発生したM6.8の地震により、伊豆諸島などで微弱な

津波を観測した。

　今回の地震が発生した海域付近では、1926年以降、津波が発生した地震は知られていない。な

お、今回の地震の北約250kmの場所で、2006年１月１目にM5.9の地震が発生し、伊豆諸島などで

微弱な津波を観測している。

館山市布良

伊豆大島岡田

三宅島坪田

南伊豆町石廊崎
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　　　　　検潮所の位置（左図）と検潮所で観測した津波の波形（右図）

右国内の点線は本震の発生時刻、★印は最大の高さの発現時刻を示す。

なお、微弱な津波のため、津波の第一波の到達時間及び高さの値は決定できなかった、

１３

１３

今回の地震に伴って観測した津波の観測値

都道府県名 観測点名称
最大の高さ

発現時刻 高さ(cm)

千葉県 館山市布隆 8時O1分 |｜

東京都 伊豆大島岡田 8時10分 ８

東京都 三宅島坪田 7時51分 １６

東京都 父島二男 7時18分 ６

静岡県 南伊豆町石廊崎 8時16分 ７

１４

14

喪中の値は速報値であり、後目変更される場合かおる。

第３図（b）検潮所の位置および津波の波形

　Fig.3（b）Station maP and observed Tsunamis.
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震央分布図
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５月２日　伊豆半島東方沖の地震

(2006年１月以降、M≧|.0)
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　(2006年５月以降の地震を濃＜表示している)

　　　震央分布図全体の東西断面図
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　2006年５月２目18時24分に伊豆半島東

方沖の深さ15kmでM5.1（最大震度４）の

地震が発生した。発言機構は、牝牡万一南

南東方向に圧力軸を持つ構ずれ断層型であ

った。直後の18時26分にはこの地震の余

震となるM4.3（最大震度２）の地震が発生

している。

　伊豆半島東方沖では、2006年４月17目

より地震が多発し、４月21目にはM5.8（最

大震度４）の地震が発生した。その後、地

震活動は低調である。今回の地震はそれら

の活動域から東に約10km離れた場所で発

生した。（［瓦］）
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　1983年以降の活動を見ると、今回の地震

の震央は、伊豆半島東方沖の主な地震活動

域からは東に外れた場所であり、付近では

M5.0クラスの地震は珍しい。（（al）

６

ｊ

領域ｂ内の地震活動経過図

６

５

４

３

1弓85
１ ９ ｉ Ｃ ･

1995 20a〕

第４図　伊豆半島東方沖の地震活動

　F喩4　Seismic activityeastoffthe lzu Peninsula.
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５月20日　千葉県南部の地震

[瓦]震央分布図(1997年10月以降、M≧20)
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第５図

　Fig.5

　2006年５月20目13時57分に千葉県南

部の深さ74kmでM4.7（最大震度３）の地

震が発生した。この地震は、太平洋プレー

トとフィリピン海プレートの境界付近で

発生した地震と考えられる。発言機構は北

万一南東方向に圧力軸を特つ型であった。

今回の地震の震源付近では、2003年９月

20目にM5.8（最大震度４）の地震が発生

するなど、M5.0前後の地震が時々発生し

ている。（【瓦】）
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　1923年８月以降､今回の地震の震央付近では

M6.0以上の地震が５回発生している。最大は

1987年12月17目のM6.7の地震（最大震度５）

の地震である。（固）
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６月16日　房総半島南東沖の地震

図震央分布図（1997年10月以降、M≧20）
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　房総半島南東浦で、2006年６月16目16

時33分にM4.6（深さ55km、最大震度1）、

23時21分にM4.6（深さ54km、最大震度２）

の地震が発生した。発言機構（16時33分の

地震については参考解）はいずれも、東西方

向に圧力軸を持つ逆断層型で､太平洋プレー

トの沈み込みに伴う地震である。今回の地震

の震源付近では､最近では2006年４月11目

にM5.0（最大震度３）の地震が発生してい

る。

領域ｂ内の地震活動経過図、回数積算図
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　1923年８月以降、今回の地震の震央付近では、

1923年９月１目のM7.9の地震［関東地震］直後

の地震活動の活発な時期を除くと、M6.0以上の地

震はあまり見られない。最近では、1986年６月

24目にM6.4（最大震度４）の地震が発生してい

るのみである。（［Ei］）
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第６図　房総半島南東沖の地震活動

　Fig.6　Seismic activitysoutheastofr Boso peninsula.
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　2006年６月20目06時47分に千葉県北西

部の深さ66kmでM4.6（最大震度３）の地震

が発生した。発言機構は東西方向に圧力軸

を特つ逆断層型であり、太平洋プレートと

フィリピン海プレートの境界付近で発生し

た地震であると考えられる。今回の地震の

震源付近では､2003年８月18副こM4.8（最

大震度３）の地震が発生するなど、M4.0ク

ラスの地震が度々発生している。（［瓦］）

気
Ｕ

6
‐
0
Ｏ
5
‐
0　○

4.0

　C3.0

1.5

０

０
　
０
　
０

ｎ
　
ｔ
　
ａ

７００

１１０

１２０

１３０

１４０

１５０

早
‰

６

７

６

５

４

３

２

¶

領域ｂ内の地震活動経過図、

回数積算図（深さ55km～80km）

Ｎ－２１０

［固震央分布図（1923年８月以降、M≧50）
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　1923年８月以降、今回の地震の震央付近では

囲.o以上の地震が７回観測されているバ（亘1）
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領域ｃ内の地震活動経過図
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第７図　千葉県北西部の地震活動

　Fig.7　Seismic activityin the northwestem partof Chiba Prefllcture｡
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フ月９日　新島・神津島近海の地震

図震央分布図（2005年以降、M≧10）

　　　　2006年フ月９日以降の地震を濃＜表示

　2005 01 01 00:○○ 一一 2006 08 07 24:00

　1.ぞ）？｡I　　　　　　　　N-756

35゛N

34°N

[固震央分布図

　　,191&91' ?1

139’E

　2006年７月９目17時48分に新島・神津島近海

の深さ11kmでM4.8（最大震度４）の地震が発生

した。　９目18時11分にもM3.0（最大震度４）の

地震が発生するなど、７月10目までに震度１以上

を観測した地震が21回発生した｡地震活動は３目

程度で収まっている。

　今回の地震の震源付近でM4.0以上の地震は、

2005年１月５目に発生したM4.4（最大震度３）の

地震以来である。また、最大震度４を観測した地

震は、2005年７月12目に発生したM2.6（最大震

度４）の地震以来である。（［瓦］）

　　領域ａ内の地震活動経過図、回数積算図
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　今回の地震の震央付近では時折活発な地震活動

がみられ、2000年には三宅良一神津高間での地震

活動に伴って活動が活発化したが、最近ではM4.0

以上の地震は年に１回程度となっている。（［亘］）
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第８図　新島・神津島近海の地震活動

　Fig.8　Seismic activityin andaroundNiiこ]ima and Kozu-shima.
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８月フ日

　　　　　　震央分布図

(1997年10月以降､深さO～100km､M≧4.0)
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父島近海の地震

　2006年８月７目03時16分に父島近海でM6.2（最

大震度２）の地震が発生した。今回の地震の震央は伊

豆小笠原海流軸よりも東側に位置している｡発言機構

は北東一南西方向に張力軸を持つ正断層型であった。

７目14時27分にM4.4の地震が観測された他は、余

震は観測されていない。

　今回の地震の震央付近では、2005年２月

M6.5（最大震度２）の地震が発生している
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10目に

　　　　　　　震央分布図

(1923年８月以降、深さO～100km、M≧6.0)
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　1923年８月以降の活動を見ると、父島周

辺の海域では、M6.0以上の地震が度々発生

している。最大は1934年２月24目のM7.1

の地震である。（［EI］）
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第９図　父島近海の地震活動

　Fi＆9　Seismic activityaround Chichiこ]imaisland.
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９月７日千葉県東方沖の地震

［瓦］震央分布図（2000年１月以降、M≧2.0）
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[2006年９月以降の活動を濃く表示している｡]
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　2006年９月７目03時06分に千葉県東方沖の深さ

38kmでM5.1（最大震度３）の地震が発生した。発言

機構は東西方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋

プレートの沈み込みに伴う地震と考えられる。今回

の地震の震源付近では､2005年５月19目にM5.4（最

大震度３）の地震が発生するなど、M5.0以上の地震

が度々発生している。（［返］）

　　周辺の発展機構分布図（1980年以降、M≧5.0）
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　1923年８月以降､今回の地震の震央付近では、

M6.0以上の地震が時々観測されており、最近で

は1996年９月11目にM6.4（最大震度５）の地

震が発生している。（［S］）
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第10図　千葉県東方沖の地震活動

　Fig.10　SeismicactivityeastofrChibaprefecture.
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10月14日　千葉県南東沖の地震

囚震央分布図（1997年10月以降、M≧20）
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　2006年10月14目06時38分に千葉県南

東浦の深さ64kmでM5.1（最大震度４）の地

震が発生した。発言機構（CMT解）は東北東

一西南西方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型

であった。今回の地震の震源付近では、2004

年７月17目にM5.5（最大震度４）の地震が

発生するなど、M5.0前後の地震が時々発生

している。（［瓦］）
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　1923年８月以降、今回の地震の震央付近では、

1923年９月１目のM7.9の地震［関東地震］直後

の地震活動の活発な時期を除くと、M6.0以上の地

震はあまり見られない。最近では、1986年６月

24目にM6.4（最大震度４）の地震が発生してい

るのみである。（［亘l］

　　　　　領域ｃ内の地震活動経過図

８

７

６

早
‰

５

第11図　千葉県南東沖の地震活動

　Fig.11　Seismic activitysoutheast o汀Chiba prefecture.
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